














 

はじめに 

 新生児児期の出血,とくに頭蓋内出血や,RDS における肺出血は,周産期死亡

の原因として産科医の悩みの一つとなっている。 

 われわれは,仮死児,未熟児のなかに,むしろ血液が過凝固状態

(Hypercoagulability)にあるものが認められることに着目し,所謂『血管内血液

凝固』と『新生児仮死』との関連を追求するため,Fibrin monomer を Soulub1e 

fibrin monomer complex(SFMC)の形で定量し,さらに血液凝固・線溶系の両者に

ともに重大な影響をおよぼす第因子や,フィブリノーゲンのα,β,γ鎖の変化

をしらべ,過凝固から,血管内血液凝固(DIC)に到る新生児の病態をとらえるよ

うに追求したのが今回の目的である。 


